
■人口 312,115人［３月末日現在（前年比＋９）］ ■火災件数 16件［３月分（前年比＋10）］ ■交通事故件数 1,015件［３月分］

５月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、救急車や消防車が必要

な時に緊急通報（119番）する消
防本部の消防指令センターについ
てお話をします。
四日市市では、消防本部の通信

指令業務を平成19年から桑名市
と共同で運用してきました。消防
指令センターは、これまで桑名市
消防本部に置かれていましたが、
消防救急無線のデジタル化に合わ
せ、指令センターを四日市市中消

防署（中央分署）に移転しました。
さらに、菰野町消防本部が加わり、

「三重北消防指令センター」とし
て、３消防本部による共同運用を
４月から開始しました。
管轄地域は四日市市・朝日町・

川越町・桑名市・いなべ市・東員町・
木曽岬町・菰野町の３市５町にわ
たっており、三重県の人口の３分
の１に当たる約60万人からの119
番通報を受信する三重県最大の消
防指令センターとなりました。

新しい消防指令センターは、
119番通報が発信された場所を特
定できる「発信地表示システム」
や災害現場に最も近い緊急車両を

出動させる「車両動態管理システ
ム」など、最先端の通信指令機器
を導入しており、これまで以上に
通報から出動、さらには到着まで
の時間短縮を図ることができます。
また、大規模災害時などには、

各自治体が迅速、的確に連携する
広域防災体制の強化にもつながる
ものと期待しています。

三重北消防指令センターの運用開始

四日市市長
田中 俊行

デジタルサイネージと
公衆無線ＬＡＮの整備

このたび、近鉄四日市駅周辺に、デジタルサイネ
ージ（液晶モニターを利用した電子看板）を５台設
置し、併せて無料で利用できるＷｉ−Ｆｉ（公衆無線Ｌ
ＡＮ）の環境を整備しました。

デジタルサイネージは、市政情報や防災情報、さ
らには、四日市の魅力や観光・イベント情報を発信
する設備であり、一方、Ｗｉ−Ｆｉは、スマホなどか
らインターネットを利用し、本市の発信する様々な
情報を受信できるツールです。

この新しい２つ
の情報ツールを活
用して、本市のシ
ティ・プロモーシ
ョンを強化し、中
心市街地の活性化
にもつなげていき
たいと考えていま
す。

空き家バンク制度の協定調印式

先日、三重県宅地建物取引業協会および全日本不
動産協会三重県本部と、空き家バンク制度に関する
協定を締結しました。

人口減少などを背景に空き家は増え続けており、
放置される状態が続くと、老朽化や自然災害などに
より、周辺の安全や生活環境に悪影響を及ぼすおそ
れがあります。

このため、空き家バンク制度を立ち上げ、市のホ
ームページで空き家情報を一元的に提供することに

よって、中古住宅
の有効活用を図る
とともに、人口増、
特に補助金制度を
適用して子育て世
帯の移住促進を図
りたいと考えてい
ます。

三重北消防指令センターの様子

ふれあいモールに設置した
デジタルサイネージ

「空き家バンク制度」についての
懇談


